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このリリース・ノートについて


このドキュメントでは、要件、SQL*Plusとそのドキュメントに記述されている機能との違い、今回のリリースの新機能およびサポート情報について説明します。

内容は次のとおりです。

	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
動作保証


	
動作保証


	
SQL*Plus 12.1製品版の新機能


	
修正されたバグ


	
サポート


	
サポート終了のお知らせ









ドキュメントのアクセシビリティについて


オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。









動作保証


SQL*Plusは、オペレーティング・システム固有のOracle Databaseドキュメントに記載されているオペレーティング・システムで動作保証されています。

SQL*Plusは、Oracle Database 12c リリース1(12.1)およびサポート対象のすべてのOracle Serverで動作保証されています。






SQL*Plus 12.1製品版の新機能


	
暗黙的結果のサポート


	
最終ログイン時間


	
非表示列の表示


	
プラガブル・データベースのサポート


	
新しい管理権限










暗黙的結果のサポート


SQL*PlusでローカルのREFカーソルを使用せずにPL/SQL文の結果を反復的に返せるようになりました。







最終ログイン時間


SQL*Plusで最後にログオンした時間がデフォルトで表示されるようになりました。このセキュリティ機能は、SQLPLUSコマンドの-nologintimeオプションを使用して無効にできます。







非表示列の表示


SQL*Plusの新しいSETコマンド、SET COLINVI[SIBLE]を使用すると、SQL*PlusのDESCRIBEコマンドで非表示列の情報を表示できます。この機能は、データベース開発の支援を目的としており、準備ができてから新しいコンテンツを公開する際に役立ちます。







プラガブル・データベースのサポート


STARTUPコマンドの新しいオプションでプラガブル・データベースがサポートされるようになりました。

SHOWコマンドには、プラガブル・データベースに関する情報を表示するための3つのオプション(SHOW CON_ID、SHOW CON_NAMEおよびSHOW PDBS)が新たに追加されました。







新しい管理権限


SQLPLUSコマンドおよびCONNECTコマンドで、既存のSYSASM |SYSDBA |SYSOPER権限に加えて、新たにSYSBACKUP |SYSDG |SYSKMユーザー権限がサポートされるようになりました。







旧リリースの新機能


この項では、以前のリリースのSQL*Plusで導入された機能を示します。







SQL*Plus 11.2製品版の新機能


	
SET XMLOPTIMIZATIONCHECK


	
エディションのオプション


	
SET EXITCOMMIT


	
FAILOVERオプションは削除されました。Oracle RACデータベースのFANイベントがUNIX/Linux上で永続的に有効化されるようになりました。










既知の問題


service nameを使用したCONNECTの後にSHUTDOWNしてSTARTUPすると、セグメント化されます(15937869)

回避策: データベースにローカルで再接続するか、SIDを使用して再接続します。







修正されたバグ


次の項では、SQL*Plusで修正されたバグについて説明します。問題の説明の後にあるカッコ内の番号は、Oracleバグ・データベース内のバグ番号です。







SQL*Plusリリース12.1で修正されたバグ


	
SQL*PlusでWHENEVER SQLERROR EXIT句を含むsqlスクリプトが正常に実行されるようになりました(10375866)


	
SPERRORLOGで文全体が表示されるようになりました(9559937)


	
SQL*PlusコマンドがPRODUCT_USER_PROFILEで正常に表示されるようになりました(9298298)


	
セッションに障害が起きてもSHUTDOWN IMMEDIATEがハングしなくなりました(8299200)


	
INSERTで挿入したすべての行が正常に報告されるようになりました(7047565)


	
内部修正(9587813、9575131、8832471、8670263、8244438、7629280、6862613)










SQL*Plusリリース11.2.0.2で修正されたバグ


	
SPERRORLOGで完全な文が正しく表示されるようになりました(9559937)


	
NLS環境でのSQL*Plusの予期しない終了が修正されました。(9575131)


	
SQL*PlusのWHENEVERコマンドを無効にできるようになりました。(9298298)


	
EDITのワイルドカードの動作がドキュメント化されました。(9046816)


	
SHUTDOWN IMMEDIATEがハングしなくなりました。(8299200)


	
内部変更(9587831、9587716、9587244、9370232、9437352、9379339、9370460、9370232、9328006、9226453、9299444、9226453、7676775)










サポート


SQL*Plusのサポートについては、地域のOracleサポート・サービス・センターにご連絡ください。







サポート終了日のご案内


この項では、SQL*Plusコマンドおよびインタフェースのサポート終了についてお知らせします。これは、サポート終了時期を示す正式な通知でも、オラクル社の廃止プロセスにかわるものでもありません。ここでの情報は、オラクル社が将来のリリースで機能またはインタフェースのサポートを終了する予定であることを事前に警告するために提供されます。







Windowsのグラフィカル・ユーザー・インタフェース


SQL*Plus for Windowsのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)は、SQL*Plusリリース11.1でサポートされなくなりました。Oracle Database 11gリリース1 (11.1)以降では、次のいずれかを使用することをお薦めします。

	
SQL*Plusのコマンドライン


	
Oracle Application Express


	
Oracle SQL Developer










iSQL*Plusのユーザー・インタフェース


iSQL*Plusのユーザー・インタフェースは、SQL*Plusリリース11.1でサポートされなくなりました。Oracle Database 11gリリース1 (11.1)以降では、次のいずれかを使用することをお薦めします。

	
SQL*Plusのコマンドライン


	
Oracle Application Express


	
Oracle SQL Developer
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このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。







このソフトウェアまたは関連ドキュメントが、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供される場合は、次のNoticeが適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.







このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、このソフトウェアまたはハードウェアを安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。







OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。







このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。










Oracleの法律上の注意点

コピーライト

Copyright © 1994-2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

Pre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントがPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントはPre-General Availability (一般提供前)版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のPre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントが非公開のPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のPre-General Availability Trial Agreement (Pre-GAトライアル契約)のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle Partner Network Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティ

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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